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年頭に寄せて 
 

経済産業省 製造産業局 産業機械課長

片岡隆一 KATAOKA, Ryuichi 
 

 

平成 29 年の新春を迎え，謹んでお慶び申し上げます。 

 
安倍政権発足以来，4 年間にわたるアベノミクスにより日本経済は着実な回復を遂げております。

回り始めた経済の好循環を持続的な経済成長に結びつけ，「戦後最大の名目 GDP600 兆円」の実現を

目指すべく，政府は昨年 6 月に，「日本再興戦略 2016」を決定いたしました。本戦略では，①新た

な「有望成長市場」の戦略的創出，②人口減少に伴う供給制約や人手不足を克服する「生産性革命」，

③新たな産業構造を支える「人材強化」の 3 つの課題に向けて，更なる改革に取り組んでいくことを

宣言しております。 

 
上記課題へ対応し，日本経済の未来を切り開く重要な鍵となるのが，「第 4 次産業革命」と呼ばれ

る革新的技術の創出とその活用です。ロボット，IoT，人工知能，ビッグデータなどの革新的技術を

活用することにより，様々な分野で新しいビジネスモデルが登場し，これまで想像もつかなかったよ

うな商品やサービスが生み出されます。「第 4 次産業革命」においては，こうした新たな価値の提供

が拡大することに加え，人手不足や環境といった社会的課題への対応も進展することで，潜在需要が

飛躍的に開花します。さらに，革新的技術を最大限に活用することにより，人口減少社会での供給制

約を克服する「生産性革命」の実現が期待されます。 

 
我が国経済を支える製造業においても，多くの企業，とりわけ中堅・中小企業が，少子高齢化に伴

う働き手不足や，投資の伸び悩み等の課題に直面しております。「第 4 次産業革命」によりそれら課

題に対応し，技術革新による果実を我が国全体に拡げていくため，経済産業省としても，現場のニー

ズを把握し，企業における IT やロボット導入の動きを最大限にサポートすべく施策を実施しており

ます。例えば，ロボット分野では，汎用的な用途に活用できるプラットフォームロボットの開発や，

企業に働きかけ最適な生産ラインの設計及びロボット導入を提案するロボットシステムインテグレー

タの育成等の事業により，中堅・中小企業を含むあらゆる企業が，より容易にロボットを導入できる

ようにしていきます。 

 
産業機械産業は日本の製造産業の根幹を支えるものであり，我が国経済及び国民生活を広く支えて

おります。まさに我が国産業の重要な土台とも言うべき産業機械産業に様々な形で関与され，それぞ

れの業種，産業における最新の技術動向を持ち寄り，情報共有やさらなる技術革新に向けた議論をな

さっているという点で，皆様はユニークかつ大変貴重な存在であると実感しております。「第 4 次産

業革命」の最中，既存の組織や伝統的な業種の枠を越えたビジネスモデルの創出が目指されるところ，

皆様の御活動の中から新たなアイディアやイノベーションが産み出されることを期待しております。 
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産業機械課としても，これからも皆様の生の声を聞き，それを政策に反映させていきたいと考えて

おりますので，ご提案やお困り事ございましたら，是非とも気軽にお声を掛けてください。 

 
最後になりましたが，本年が皆様方にとってさらなる飛躍の年となりますように祈念いたしまして，

新年の挨拶と代えさせていただきます。 

 
平成 29 年元旦 


